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2025年5⽉13⽇ 1

2025年3⽉期
決算説明会

取締役社⻑ 後藤 宗利
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2025年3⽉期 連結業績

前期⽐
+ 1.6%7,531億円売上収益
+ 3.2%1,272億円国内売上
+ 1.3%6,259億円海外売上

海外⽐率 83.1%   (24/3  83.4%)

為替の影響
全通貨の加重平均で3.8%の円安

売上収益の増加額 228億円
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現地通貨ベース売上動向

⽇本
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25年3⽉期24年3⽉期
下期上期下期上期

⽇本
2024年3⽉期 + 0.2%
2025年3⽉期 + ３.2%
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現地通貨ベース売上動向
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欧州 前期⽐伸び率 △ 0.2%

25年3⽉期24年3⽉期
下期上期下期上期

東欧
2024年3⽉期 △ 6.6%
2025年3⽉期 △2.5 %

⻄欧
2024年3⽉期 △ 2.7%
2025年3⽉期 +1.2 %
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現地通貨ベース売上動向

北⽶・アジア

25年3⽉期24年3⽉期
下期上期下期上期

北⽶
2024年3⽉期 △ 26.1%
2025年3⽉期 △ 14.8%

アジア
2024年3⽉期 △ 17.2%
2025年3⽉期 △ 6.0%
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現地通貨ベース売上動向
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中南⽶、オセアニア、中近東・アフリカ
オセアニア
2024年3⽉期 △ 6.5%
2025年3⽉期 △5.2 %

中南⽶
2024年3⽉期 △ 0.8%
2025年3⽉期 +6.7 %

中近東・アフリカ
2024年3⽉期 + 1.8%
2025年3⽉期 + 12.5%

25年3⽉期24年3⽉期
下期上期下期上期
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園芸⽤機器（OPE）

OPE全体

+ 5%前期⽐（円貨）

+ 2％前期⽐（LCベース）

充電式OPE

+ 8%前期⽐（円貨）

+ 5%前期⽐（LCベース）
新製品や40Vmaxシリーズの販売が好調
であったことに加え、欧州を中⼼に天候
が良好で販売が増加

充電式ハンディソー
MUC028G/029G

8

充電製品

充電製品

+ 1%前期⽐（円貨）

△ 2％前期⽐（LCベース）

54％全売上に占める
充電製品の⽐率

充電式インパクトレンチ
TW010G

低調な建築・建設市場の影響を受け、
総じて販売が伸び悩む。
⼀⽅、40Vmaxシリーズは販売の拡⼤
が続く。
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⽣産・販売・在庫台数

9

（万台） 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 前期⽐
⽣産台数 3,959 5,005 2,635 2,336 2,936 +25.7%

 ⽇本 304 351 207 194 216 +11.2%

 欧州 906 1176 509 584 740 +26.7%

 北⽶ 119 143 75 52 66 +27.0%

 アジア 2,488 3,148 1,743 1,391 1,757 +26.3%

 中南⽶ 142 187 101 115 157 +37.2%

その他調達等 291 427 202 163 224 +37.1%

販売台数 3,896 4,385 3,636 3,109 3,062 △1.5%

期末在庫台数 1,791 2,837 2,038 1,428 1,525 +6.8%

（ご参考）25/3末 地域別 在庫ヵ月数 （ヵ月） ※金額ベース

連結中近東オセアニア中南⽶アジア北⽶欧州⽇本
10.28.16.98.01.810.96.31.7

営業利益・売上原価・販管費

10

2024年3⽉期 2025年3⽉期 前期⽐

売上収益 7,414億円 7,531億円 +1.6%

  売上原価 5,174億円 4,817億円 △6.9%

  売上原価率 69.8% 64.0% 5.8pt低下

  販管費 1,578億円 1,644億円 +4.2%

  販管費率 21.3% 21.8% 0.5pt上昇

営業利益 662億円 1,070億円 +61.8%

営業利益率 8.9% 14.2% 5.3pt上昇
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25年3⽉期 営業利益増減要因
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662

-32 -25
1070

+178

+291
-4

24年3⽉期 コスト
ダウン

その他 販売減 販管費
増加

為替 25年3⽉期

単位︓億円

12

⾦融収益・税引前利益・当期利益

2024年3⽉期 2025年3⽉期
前年

同期⽐
⾦融収益

（△費⽤）
△22億円 14億円 +36億円

税引前利益 640億円 1,085億円 +69.5%

親会社の
所有者に帰属する

当期利益
437億円 793億円 +81.6%

EPS 162.13円 294.90円
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設備投資・減価償却費・研究開発費

設備投資 単位︓億円

減価償却費 単位︓億円 研究開発費 単位︓億円

391

179

176

23年3⽉期

24年3⽉期

25年3⽉期

149

143

151

23年3⽉期

24年3⽉期

25年3⽉期

217

248

249

23年3⽉期

24年3⽉期

25年3⽉期

2025年3⽉期の主な設備投資
⽇本︓岡崎⼯場 倉庫棟建て替え
フィンランド新社屋建設
オーストラリア︓倉庫建設
ベトナム︓⼟地使⽤権取得
ルーマニア︓倉庫建設

 2026年3⽉期 連結業績予想
 営業利益増減要因（予想）
 設備投資額・研究開発費・減価償却費（予想）
 ⽣産・販売・在庫台数（予想）
 成⻑戦略について
 資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応
 株主還元

14

業績の⾒通し・株主還元
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2026年3⽉期 連結業績予想

2025年3⽉期 2026年3⽉期 前期⽐

売上収益 7,531億円 7,000億円 △7.1%

  国内 1,272億円 1,310億円 +3.0%

  海外 6,259億円 5,690億円 △9.1%

  海外売上⽐率 83.1% 81.3% 1.8pt低下

営業利益 1,070億円 740億円 △30.9%

営業利益率 14.2% 10.6% 3.6pt低下

親会社の所有者に
帰属する当期利益

793億円 540億円 △31.9%

EPS 294.90円 200.71円

営業利益増減要因（予想）

16

1,070

-24

-146

+70

-140

-90

740

25年3⽉期 為替 販管費
増加

販売減 コスト
アップ

その他 26年3⽉期

単位︓億円
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設備投資額、減価償却費、研究開発費
（予想）

2025年3⽉期 2026年3⽉期

設備投資額 176億円 280億円

減価償却費 249億円 250億円

研究開発費 151億円 165億円

18

⽣産・販売・在庫台数（予想）

（万台） 2025年3⽉期 2026年3⽉期 当期⽐
⽣産台数 2,936 2,830 △3.6%
 ⽇本 216 210 △2.8%

 欧州 740 712 △3.8%

 北⽶ 66 61 △7.2%

 アジア 1,757 1,694 △3.6%

 中南⽶ 157 153 △2.7%

その他調達等 224 200 △10.5%
販売台数 3,062 2,920 △4.6%
期末在庫台数 1,525 1,635 +7.2%
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成⻑戦略について

19

2020-2022 コロナ禍での需要急拡⼤への対応
2023-2024 モノ余り対応→在庫削減・ムダ取り、効率化推進
2025〜 新たな成⻑へ向けた戦略アップデート

リスクと機会の認識
「⼈⼿不⾜」
…グローバル&中⻑期的に⾒て、住宅市場の成⻑は続く。ただし、それを⽀
える職⼈が不⾜。
加えて⼈件費や資材価格のさらなる上昇が⾒込まれる中、効率化によるコ
スト削減意欲は今後も⾼まる。→⾼効率な作業を可能にする⼯具への需要

「新たな需要の創出」
…これまでの園芸、清掃に加え、資源、農業、インフラ、防災等々、建
築・建設以外の分野での需要開拓
→40Vmax(XGT)製品が、これまでの充電製品では出来なかった作業を可
能に。さらに業界の特性を掴んだ商品群を積極投⼊し、新たな分野でのマ
キタユーザーを獲得

成⻑戦略について

20

⽬指す成⻑の姿
・・・各分野での「プロユーザー」の獲得

・業界随⼀のサービス拠点網
・40Vmax(XGT)を始めとした⾼効率・⾼付加価値な充電製品のラインアップ
・強固な財務体質

課題と取り組み事項
1. 更なるラインアップの拡充
→分野ごとに必要な製品、アクセサリを群で揃えることでユーザーを獲得
→開発リソース、開発スピードの⼤幅な強化
2. 更なる拠点・⼈員の拡充
→各分野の販売店、ユーザーがアクセスしやすい⼟地に拠点を開設、プロ
現場でのソリューションを提供する専⾨スタッフの配置強化
3. プロ向けとしてのブランド⼒向上
→SNS等を活⽤した新しいアプローチ

当社の強み
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成⻑戦略について

21

40Vmax(XGT)製品によるプロユーザー獲得戦略イメージ

対象作業へのXGT製品の投⼊、
ラインアップ拡充による充電化

現場ソリューション活動

＜従来の現場ユーザーの困りごと＞

充電式ハンマHM004G 充電式パワーカッタCE001GXGT製品をきっかけにマキタユーザーに。

マキタのXGT製品だったら、エンジン、
エア、コード式からの置き換えが可能︕

「エンジン式は給油/メンテが⾯倒」

「エア式はコンプレッサの持ち込みが⼤変」

「コード式は⼿⾜にコードが絡まって危険＆邪魔」

「充電式は便利で安全だけど、
パワー・持続時間が不安…」

＜マキタによるソリューション提供＞

成⻑戦略について

22

周辺製品による販売拡⼤イメージ
＜例︓充電式運搬⾞シリーズ＞
⼯事現場や農作業における物資の運搬
は重くて回数も多く⼤変だ。
マキタバッテリが使える運搬⾞がある
と聞いたが・・・︖

新たな分野のユーザー開拓

「マキタの運搬⾞で資材の運搬が楽になり効率も良い︕
バッテリはメイン作業に使う⼯具のほか、草刈りや掃除などの
周辺作業にも使える」

→幅広い製品ラインアップ拡充が、あらゆる作業で効率化の実
を結んだ事例
→マキタバッテリを⼀つ⼿に⼊れると、そのバッテリが使える
他の製品を次々と試したくなる
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OPEの成⻑について

23

性能⾯の進化

販売成⻑（充電式OPE）

17 18 19 20 21 22 23 24

2017年度の売上を1とした場合、
2024年度の売上はその6.4倍

売上を⽀えるOPE
（例）2025年3⽉期の販売状況
⾼⾦利等による建築・建設不況
→電動⼯具の販売低迷が続く。
⼀⽅、OPEは好調。電動⼯具の低迷をカバー。

プロ向け充電式OPEの開発、
ブランディングの強化を継続

充電式ブロワ
MUB002CZ

50mlエンジン式同等クラス

充電式草刈機
MUR012G

40mlエンジン式同等クラス

充電式チェンソー
MUC018G

42mlエンジン式同等クラス

資本コストや株価を意識した経営の
実現に向けた対応

24

ROE（%）
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ROE

8.8％

株主資本コストを
6-8％と推定

株価とPBR（倍）
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改善に向けた⽅針・⽬標

• 株主資本コストを上回るROEの達成と安定維持
• 株主資本コストの低減によるエクイティスプレッド

の拡⼤

現状分析

• 2025年3⽉期は、収益性の回復によりROEは8.8％
まで改善

• 株価は世界的な景気後退懸念により不安定な値動き
• PBRは株価の向上に伴い改善傾向

取り組む事項

• ROEの向上
→⾼付加価値製品群の拡充・アフターサービス⼒によ

る差別化、プロ向け市場の更なる開拓による収益性
の向上、適切なキャッシュアロケーション

• 株主資本コストの低減
→事業環境の変化への対応、

サステナビリティ・⼈的資本経営、IR活動
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2025年4⽉28⽇発表
「⾃⼰株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」

普通株式（１）取得対象株式の種類
7,000千株
（発⾏済株式総数（⾃⼰株式を除く）に対する割合 
2.60%）

（２）取得し得る株式の総数

200億円（上限）（３）株式の取得価額の総額
2025年4⽉30⽇〜2025年9⽉30⽇（４）取得期間

25

⾃⼰株式の取得について

26

株主還元
＜基本⽅針＞

年間配当⾦20円を下限とし、総還元性向35%以上
26年3⽉期(予)25年3⽉期

540億円793億円親会社の所有者に帰属する当期利益
200.71円294.90円ＥＰＳ

――特殊要因 （税引後）
未定110円１株当たり年間配当⾦
20円20円中間配当
未定90円期末配当

200億円（注）―⾃⼰株式取得
35%以上37.3%総還元性向

（注）2025年4⽉28⽇発表「⾃⼰株式取得に係る事項の決定に関するお知らせ」参照
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https://www.makita.co.jp/

ここで記載されている見通しは、将来の業績に関する見通
しであり、現在入手可能な情報から得られた当社の判断
に基づいております。実際の業績は、様々な重要な要素に
より、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となり得る
ことをご承知おきください。

（ご参考）
為替 レート（実績・想定）・感応度

営業利益
為替感応度※
（来期⾒込み）

営業利益
為替感応度※
（当期実績）

2026年3⽉期
想定（円）

2025年3⽉期
実績（円）

△7億円強△5億円弱140152.62USD
+9億円強+約9億円160163.88EUR

△80億円強△80億円強19.521.11RMB

28

※1円の円安による



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


